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われわれは,Latamoxef(LMOX)の 単純性腎嚢胞内溶液中へ の移行 につ いて 検討 した。対象は

単純性腎嚢胞 と診断され,特 に 基礎疾患 を 有 していな い5症 例(男 性3例,女 性2例,平 均年齢

66.0歳)で ある。排泄性腎盂造影に よる腎機能は,患 側腎お よび対側腎 とともに,左 右差なく良好

であった。嚢胞内溶液 の採取 は,エ コー監視下に嚢胞を直接穿刺す ることによって行な った。穿刺

の20分 ない し40分 前 にLMOX 1gをone shot静 注 し,嚢 胞 内溶液,血 液,新 鮮 尿を同時に

採取 した。

嚢胞内溶液は,全 例,無 色か ら淡黄色透明であ り,生 化学的分析 では,ほ ぼ血清に近いものであ

った。各検体のLMOX濃 度 はthin layer cup methodに よ り求めた。嚢胞 内溶液中濃度は0.46

±0.154μg/ml,血 清中濃 度 は43±10.2μg/ml,尿 中 濃 度 は,4,100±2,160μg/mlで あった。

LMOXの 単純性腎嚢胞液 中へ の移行 は不 良であ り,腎 嚢胞感染症 に対す る有効 なLMOX濃 度は

得がたい もの と思われ た。

単純性腎嚢胞は,臨 床上 よく遭 遇する疾患 であ り,ま

た,近 年,感 染性腎嚢胞の報告 も散見 され るよ うにな っ

た1,2)。感染性腎嚢胞に対 する 治療 と して,嚢 胞壁切除

術,腎 摘出術 といった 外科治療 がお もに 行 なわれて お

り1),保 存的治療の適否 につ いての検討は あま り行なわ

れ ていない。今回われわれは,感 染性腎嚢胞 の原因菌 と

して多いE.coliを は じめと した グラム 陰性桿菌に対

し,極 めて低いMICを 示 す,Oxacephem系 抗生物

質 であ るLatamoxef(以 下LMOX)を 用 い て,one

shot静 注 後,単 純性腎嚢胞内溶液(以 下,嚢 胞液)へ

のLMOXの 移行について 検討 した。 そ して,感 染性

腎嚢胞の保存的治療 の適否 につ いて検討 してみた。

I.対 象お よび方法

対 象は,1984年11月 か ら1985年2月 までに岐 阜大

学医学部泌尿器科,大 雄会第一病院 泌尿器科において,

単純性腎嚢胞 と診断 された5症 例であ る(Table 1)。 男

性3例,女 性2例 であ り,年 齢は59歳 か ら78歳 にわ

た り,平 均66.0歳 であ った。被験 者は,特 に基礎疾患

を有 してはいなか った。 また,全 例排泄性腎盂造影にお

いて患側 腎 と対側腎 との間に差はみられず,機 能は良好

であった。 なお,両 側に腎嚢胞を有 していた症例1,症

例2に つ いては大 きい方の腎嚢胞 を対象 とした。症例1

は右側 を,症 例2は 左側を対象 とした。

全例LMOX 1gをone shot静 注後,20分 ないし

40分 後 にエ コー監視下 に経 皮的腎嚢胞穿刺術を施行し

嚢胞液 を採取 した。 同時に採血,採 尿 し,こ れらの検体

は測定 に供す るまでの 期 間-60℃ にて凍結保存した。

嚢胞 液を20ml採 取 した のち,同 量 の造影剤(コ ンレイ

400(R))を 注 入 し嚢胞造影 を 施行 し,嚢 胞壁の形状が平

Table 1 Clinical characteristics of the patients
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Table 2 Chemical analysis of the fluid of the cyst

NE: not examined.

Table 3 Concentration of LMOX in cyst, serum and
urine

a) Interval: interval between injection and aspiration

(min)
b) Volume: volume of cyst after a bolus intravenous

injection of LMOX (1g)

滑で不整 のないこ とを確認 した。嚢胞液 を可及的に全量

採取 した あ と,嚢 胞液再貯留防止 の目的 でイソジン(R)を

嚢胞 内に注入 し,嚢 胞壁固定術を施行 した。

抗生剤濃度測定 は,検 定菌 としてE.coli7437を 用 い

るthin layer cup methodに て行 なった。標 準曲線 の作

製 には,嚢 胞液 は希釈す ることな く原液を用 い,血 清 は

コンセ ラ(R)を用 い,ま た尿では1/15Mリ ン酸緩衝液

(pH7.0)を 用 いた。

II. 結 果

穿刺 して採取 した嚢胞液の性状は無色か ら淡黄 色の透

明で,漿 液性 であった。その生化学的分析結果 をTable

2に 示 した。蛋 白濃度が低い ことを除いて,血 清 に近 い

組成 であ り,単 純性腎嚢胞の嚢胞液について詳 しく論 じ

た斉藤 ら3)の報告 と一致 した。

5症 例 のLMOX静 注後,検 体採取 までの時間,嚢 胞

液容量,そ してLMOXの 嚢胞液中濃度,血 清 中濃度,

尿中濃度 をTable3に 示 した。 嚢胞 液中の平 均 濃 度 は

0.46±0.154μg/mlで あ り,血 清中平 均 濃 度43±10.2

μg/ml,尿 中平均濃度4,100±2,160μg/mlと 比べ て非常

に低 く,嚢 胞液中へのLMOXの 移行 はほ とん ど認めな

か った。

Fig.1に は,LMOX静 注後,検 体採取 までの 各時間

Fig. 1 Mean concentration of LMOX (pg/ml)
in fluid of cyst, serum and urine after a
bolus intravenous injection of LMOX (1g)

ごとの各検体の平均濃度 を示 した。わずかではあるが,

嚢胞液中へ移行 したLMOXは,血 清中,尿 中 と同様,

経時的に変化 し,減 少 してい く傾向が認め られた。

III. 考 察

単純性腎嚢胞液 中へ の抗生剤移行についてい くつか の

報告が散見 され る。Table44)～8)はその報告例 をま とめた

ものであ る。 いずれ の報告 において も,抗 生剤 の種類を

問わず嚢胞液 中へ の抗生剤移行は不良であ る。今回,わ

れわれの行なったLMOXに おけ る実験で も,嚢 胞液へ

の移行は嚢胞液 の容量 に関係な くほ とん ど認 め な か っ

た。

これに対 しMUTHER9)ら は,嚢 胞 腎において嚢胞液中

へGentamicin,Ticarcillinな どの抗生剤が軽度移行す

る ことを報告 している。 この差異は,単 純性腎嚢胞 と嚢

胞腎 との,嚢 胞 の構造 の差に よるもの と思われ る。BRI-
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Table 4 Reported concentration of antibiotics in the cyst,serum and urine

a)Mean level of 10 cases:after 3 hours

b)Mean level of 16 cases:after 6 hours

c)Mean level of 5 cases

d)Mean level of 7 cases

e)Routine therapeutic dose

f)Mean level of 11 cases

g)Mean level of 5 cases

CKER10)ら の報告 では,ネ フロンとの交通 の有無が 特徴

的な構造上 の差 である。 しか し,斉 藤 ら3)は,経 静脈 的

に投与 された パラア ミノ馬尿酸が,単 純性 腎嚢胞 液中に

移行す ることを報告 し,ネ フロンと嚢胞の関係は,完 全

に遮断 され てい るのではな く,機 能 上遮断され た状態 に

あ り,嚢 胞内壁を覆 う上皮細胞が,尿 細 管機能 を痕跡的

に残存 させてい るのではないか と推定 している。嚢胞液

の生化学的性状 が血清 に近 いのもこのこ とに よる と説 明

してい る。

今回のわれわれ の検討 では,LMOXは わずかではあ

るが嚢胞液 に移行 し,嚢 胞液中濃度に経時的変化がみ ら

れ,斉 藤 らの推論 の傍証 とな るもの と思われた。

川村 ら11)は,95% ethanolを 用 いた嚢胞壁 固定 術を施

行 し,固 定術後の血 中,尿 中ethanol動 態 を検討 してい

る。そ の報告に よれば,術 後血中ethanol濃 度 は,他 覚的

に酔 いが判明す る0.3mg/dlま で上昇 し,尿 中ethanol

濃度 も経 口摂取 した とき よりも高値 になる。 この事実 よ

り,川 村 ら11)は,嚢 胞液中 よ り,血 中お よ び 尿中へ の

ethanol移 行経 路の存在 を推定 してい る。

95% ethanolは,分 子量46で あ り,LMOXの 分子

量520.48,Table 4の 各種抗生剤の分子量 と比較す ると

か な り小 さな ものである。 また嚢胞液に移 行す るとされ

ている3)パラア ミノ馬尿酸は分 子量194.19で,や は り

抗生剤 と比較す るとやや小 さい。分子量 が嚢胞液への移

行 も し くは 嚢 胞 液 か らの移 行 に関 す る一 つ の因子かもし

れ な い。 今後 さ らに詳 しい 検討 が 必 要 であ る。

石 塚 ら2)は,感 染 性 嚢 胞 の 自験 例 よ り,保 存的治療と

外 科 的 治療 の適 応 基 準 と して嚢 胞 の大 き さをあげ,直 径

5.5cm以 下 で は保 存 的 治療 で 治癒 可能 であると述 べて

い る。 しか し,わ れ わ れ の実 験 では,大 き さに関係なく

嚢 胞 液 中 のLMOX濃 度 は極 め て低 く,原 因菌 として考

え られ るE.coliを は じめ とす る グ ラム陰 性桿菌に対し,

有 効 な 濃 度 は得 が た い も の と考 え られ る。 このことは,

感 染 性 嚢 胞 に 対 す る化 学 療 法 を 中心 と した保存的治療を

考 慮 す る と き,重 要 な 意 味 を もつ もの と思われる。

(本 論 文 の一 部 は,第35回 泌 尿器 科 中部連 合総会にお

い て 発 表 した 。)
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CONCENTRATION OF LATAMOXEF OF THE FLUID

OF SIMPLE RENAL CYST
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The concentration of latamoxef (LMOX) into the fluid of simple renal cyst after one gram of

intravenous administration was investigated in five patients. The bilateral renal function in all patients

was normal on intravenous pyelography. The fluid of the cyst was aspirated percutaneously at

20 to 40 minutes after a bolus injection of the drug, serum and urine specimen a were got at the

same time. The chemical analysis showed that the components of the cyst was nearly equal

to that of the serum. The concentration of LMOX bioassayed using E. coli 7437 strain as a test

organism revealed 0.46•}0. 154 pgiml (mean•}S. D.) in the fluid, 43•}10.2 in serum, and 4, 100•}2, 160

in urine. These results suggest, because of very low level of LMOX detected in the simple cyst,

intravenous administration of antibiotics may not be effective to treatment for the patients with

the disease.


